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県総合教育センターにおいて１年間を通して研究主題に取り組むとともに，教育全般

について様々な研修等を受講し，教員としての資質を高め，鹿児島県の教育施策を遂行

する実践力を身に付け，学校現場において即戦力となる教員を目指します。 

長期研修の様子は 

ブログにて公開中→ 

～長期研修者の声から～ 



 

 

１ 募集教科等 

これまでの教科等に加えて，本県教育振興基本計画に掲げる施策「確かな学力の定着」を踏ま

え，学校，学年，教科等，組織として学力向上に取り組む先生方を新たに募集します。 

２ 応募資格（平成 30 年４月１日現在） 

 (1)  小学校，中学校，義務教育学校及び特別支援学校の応募資格 

教職経験７年（臨時的任用教員期間や他県の経験も含める）以上で，ステップアッ

プ研修（５年経験者研修）を修了し，かつ，パワーアップ研修（中堅教諭等資質向

上研修）に該当しない小学校，中学校，義務教育学校及び特別支援学校の教員 

 (2)  高等学校の応募資格 

教職経験４年（臨時的任用教員期間や他県の経験も含める）以上で，フレッシュ

研修（初任校研修），ステップアップ研修（５年経験者研修）及びパワーアップ研修

（中堅教諭等資質向上研修）に該当しない高等学校の教員 

３ 募集人数（予定） 

   合計 11 人（小学校５人，中学校３人，高等学校２人，特別支援学校１人） 

４ 研修期間 

    平成 30 年４月１日から平成 31 年３月 31 日まで（１年間） 

５ 応募手続 

希望者は，「平成 30 年度 鹿児島県総合教育センター長期研修申込書」（様式１）

に所定の事項を記入の上，所属学校長を通じて提出してください。 

全校種 ○ 組織としての学力向上 New 

小学校 

○ 国語，社会，算数，理科，生活，音楽，図画工作，家庭，体育，外国語 New， 

道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，特別活動，プログラミング教育 New 

○ 特別支援教育，キャリア教育，郷土教育，情報教育，環境教育，国際理解教育，

生徒指導，教育相談，人権教育，食育，健康教育，へき地・複式教育 

中学校 

○ 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭，外国語，道徳，

総合的な学習の時間，特別活動 

○ 特別支援教育，キャリア教育，郷土教育，情報教育，環境教育，国際理解教育，

生徒指導，教育相談，人権教育，食育，健康教育，へき地・複式教育 

高等学校 

○ 国語，地理歴史，公民，数学，理科，保健体育，芸術（音楽，美術），外国語，

家庭，工業，商業，情報，総合的な学習の時間，特別活動 

○ 特別支援教育，キャリア教育，郷土教育，情報教育，環境教育，国際理解教育，

道徳教育，生徒指導，教育相談，人権教育，食育，健康教育 

特別支援学校 

○ 視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱・身体虚弱，言語障害，自閉

症，情緒障害，発達障害，重度・重複障害等 

○ 教科別の指導，各教科等を合わせた指導，道徳, 外国語活動，総合的な学習の時

間，特別活動，自立活動，訪問教育，交流及び共同学習， キャリア教育，郷土教

育，情報教育，環境教育，国際理解教育，生徒指導，教育相談，人権教育，食育，

健康教育 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県総合教育センター 

 

〒891-1393  鹿児島市宮之浦町８６２ 

電話  099－294－2313（教科教育研修課直通） 

FAX   099－294－2314（教科教育研修課直通） 

E-mail kyouka@edu.pref.kagoshima.jp 

URL    http://www.edu.pref.kagoshima.jp 



（様式１）「平成30年度 鹿児島県総合教育センター長期研修申込書」記入上の注意

１ 「生年月日・年齢」，「教職経験年数（現任校年数）」

昭和・平成のいずれかを○で囲む。平成30年４月１日現在で記入する。

２ 「長期研修の申込歴」

有・無のいずれかを○で囲む。「有」を○で囲んだ場合は，（ ）に申し込んだ年度

を記入する。

３ 「希望する教科等」

募集要項の１に従い, 記入する。

４ 「研究・研修歴」

論文等の研究主題及び研修等（大会発表，授業提供，大会役員等も含む）について,

古い順に記入する。

なお，研修についてはその研修期間も書くこと。

［例］

・ 平成○○年度○○地区教育論文特選（入選又は応募）

研究主題「○○地区の遺跡の教材化」

・ 国立特別支援教育総合研究所 短期研修「○○教育コース」

（平成○年○月○日～○月○日）

・ 平成○○年度県○○研究大会研究発表「○○について」

５ 「主な校務分掌」

過去３年間の主な校務分掌を記入する。

６ 「学校の教育課題への取組」

申込者本人がこれまでに学校の教育課題解決に向けて取り組んだことについて事例を

挙げ，具体的に記述する。

７ 「長期研修における研究内容等」

当センターで研究しようとする内容について，できるだけ詳しく記述する。

なお，研究の内容については，学校における教育実践上の課題，教育の今日的動向・

要請等を踏まえ，本県教育の充実・発展に寄与できるものとする。

８ その他

様式１「その１」はＡ４判 １枚

様式１「その２」はＡ４判 ２枚以内 とする。


